
　従来のタバコ製品（燃焼式タバコ）の能動喫煙や受動喫煙による健康被害については，十分な科学的
エビデンスが集積されている．さらに，「喫煙習慣は個人の嗜好によるものではなく，タバコ煙中に含
まれるニコチンによる依存症であること」，ならびに「喫煙者はニコチン依存症と喫煙関連疾患という
病気の患者であること」，と世界的に認識されている．それゆえ，日本においても禁煙治療は平成 18年
より医療保険が適応されている．最近，新しいタバコとして，電子タバコと非燃焼・加熱式タバコ（以
下，加熱式タバコ）が販売され，副流煙が出ない，タール成分が少ないので有害物質が少ない，などと
宣伝され，急速に普及し始めている．日本では，主に加熱式タバコが販売されているが，ニコチン入り
のエアロゾルを吸引するタバコ製品であり，従来の燃焼式タバコと同様にニコチン依存症を形成する商
品であることに変わりない．電子タバコや加熱式タバコによるヒトでの健康リスクや被害についての科
学的根拠を得るには十年以上の長い時間を要するため，日本禁煙学会，日本禁煙推進医師歯科医師連
盟，日本呼吸器学会，などの複数の学術団体は，燃焼式タバコで蓄積された健康被害についての明確な
科学的根拠を基盤とした合理的思考による予防原則の考えを表明し，能動喫煙や受動喫煙による健康被
害の可能性を指摘している．
　しかし，ここ数年で，電子タバコや加熱式タバコの主流煙中の有害物質の分析，オキシダント・活性
分子種の測定，マウスでの吸入曝露実験やヒト気道上皮細胞や線維芽細胞への曝露実験，電子タバコ使
用者の誘発喀痰の成分解析，等の研究成果が発表されている．その結果からは，長期吸入曝露した際の
健康被害が懸念されるものである．実際，加熱式タバコ使用者で，燃焼式タバコによる呼吸器疾患とし
て周知されている急性好酸球性肺炎の発症が報告された．シンポジウムでは，燃焼式タバコによる健康
被害のエビデンスと主に電子タバコで得られている研究成果を説明し，加熱式タバコによる呼吸器・ア
レルギー疾患の健康リスクを考えたい．
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